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全
日
電
工
連
の
第
１

０
２
回
通
常
総
会
が
６

月
30
日
㈬
組
織
内
関
係

者
の
み
で
都
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
当
組

合
の
平
野
喜
嗣
理
事
長

が
出
席
。

　
総
会
で
は
、
２
０
２

０
年
度
事
業
報
告
、
２

０
２
１
年
度
事
業
計
画

案
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
等
の
議
案
審

議
を
行
い
、
す
べ
て
満

熱
が
伝
わ
り
に
く
く
、

新
し
い
価
値
や
創
造
を

生
み
出
し
に
く
い
の
で

こ
の
点
を
改
善
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
は
、「
全

国
組
合
員
実
態
調
査
報

告
に
基
づ
き
時
代
に
即

し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
く
と
と
も
に
、
電
気

工
事
業
が
若
い
世
代
の

職
業
の
選
択
肢
と
な
る

よ
う
に
、
更
に
は
女
性

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
組
み
、
業
界

の
た
め
組
合
員
の
た
め

に
力
を
使
い
、
全
日
電

工
連
の
存
在
意
義
を
さ

ら
に
高
め
て
い
き
た

い
」と
方
針
を
述
べ
た
。

　
今
年
度
の
事
業
は
、

新
規
事
業
の
新
興
と
工

組
に
有
益
な
事
業
の
情

報
提
供
に
努
め
る
と
共

に
、
知
見
拡
充
・
技
術

高
度
化
支
援
事
業
の
展

開
を
推
進
。

　
事
業
項
目
と
し
て
は
、

人
材
の
確
保
と
定
着
化
、

女
性
活
躍
推
進
事
業
、

組
織
強
化
事
業
に
加
え
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
組
合
運
営
・
働
き

方
改
革
支
援
の
調
査
研

究
に
重
点
を
置
き
、
ま

た
、
取
組
む
べ
き
課
題

を
短
期
・
中
長
期
に
区

分
精
査
し
具
現
化
推
進

を
図
り
、
重
点
順
位
を

決
め
実
行
し
て
い
く
。

【
重
点
事
業
項
目
】

①
第
34
回
電
気
工
事
業

全
国
大
会
の
成
功

②
人
材
確
保
・
育
成
事

業
（
人
材
確
保
・
定
着

化
・
女
性
活
躍
事
業
）

③
働
き
方
改
革
対
策

（
業
界
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
対
策
）

④
組
合
知
見
・
技
術
高

度
化
対
策

⑤
組
織
強
化
事
業

⑥
政
治
連
盟
活
動
＆
議

員
連
盟
連
携
に
よ
る
業

界
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
対

策

場
一
致
で
承
認
。
役
員

改
選
で
は
、
米
沢
会
長

が
再
任
、
本
県
平
野
理

事
長
が
総
合
政
策
会
議

の
議
長
に
就
任
し
た
。

　

挨
拶
で
米
沢
会
長

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中

リ
モ
ー
ト
会
議
等
を
行

い
な
が
ら
新
し
い
ス
タ

イ
ル
で
事
業
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
一
方

で
、
リ
モ
ー
ト
会
議
の

討
論
で
は
人
の
感
情
や

　
平
野
理
事
長
が
就
任

す
る
総
合
政
策
会
議
議

長
は
、
三
役
会
議
の
諮

問
を
受
け
て
、
全
日
電

工
連
の
重
要
な
政
策
全

般
の
審
議
を
行
い
、
ま

た
答
申
事
項
の
精
査
、

優
先
事
項
の
決
定
、
委

員
会
提
案
の
審
議
な
ど

を
行
う
重
要
機
関
。

平
野
理
事
長

　
全
日
電
工
連
議
長
に
就
任

　
政
策
会
議
の
メ
ン
バ

ー
は
、
米
沢
会
長
の
ほ

か
４
人
の
副
会
長
、
４

人
の
委
員
長
に
平
野
理

事
長
を
加
え
た
10
人
か

ら
な
り
、
平
野
理
事
長

は
、
会
議
の
議
長
と
し

て
統
括
す
る
立
場
。

　
ま
た
、
全
日
電
工
連

政
治
連
盟
の
役
員
と
し

て
国
へ
の
提
案
事
項
等

の
ほ
か
、
直
接
の
提
案

者
・
要
望
の
当
事
者
と

し
て
、
関
係
省
庁
や
国

会
議
員
へ
の
要
望
対
応

等
、
実
現
に
向
け
取
り

組
む
事
に
な
る
。
皆
さ

ん
の
声
を
直
接
国
等
に

訴
え
る
事
が
で
き
る
立

場
と
な
り
、
益
々
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
日
電
工
連
組
織
図

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

第
102
回
通
常
総
会
開
催

業
界
の
技
術
向
上
に
役
立
つ
事
業
を
展
開

平野理事長

相談役

副会長

理事会

47都道府県
電気工事（業）工業組合
（所属組合員）

総合政策会議

技術・認証委員会

事業推進委員会

技能競技委員会

総務・財政委員会

全国青年部協議会

全日電工連政治連盟

都道府県政治連盟

未来構想

財政強化

組織強化

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会　長
三役会議

発　　行　　者

岩手県電気工事業工業組合

盛岡市下太田榊48番地44

3 2 5 5

隔月１回  25 日 発行

編集発行人  平野喜嗣

印　　刷　　所
日
刊岩手建設工業新聞社

発　行　者
岩手県電気工事業工業組合
盛岡市下太田榊48番地44
電 話　656－3255
隔月１回25日発行
編集発行人　平野喜嗣

印　刷　所
日刊　岩手建設工業新聞社

岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552
（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

一 般
財団法人東北電気保安協会

とっても でんきが ほっとする

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い

〈空調機器・換気ロスナイ・照明器具・住宅設備機器・スマート電化〉

三菱電機住環境システムズ株式会社

取締役　東北支社長　松本　伸

北東北支店：岩手県盛岡市羽場13地割30－11 TEL：（019）637－1771
FAX：（019）637－8911

◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所
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東
北
七
県
電
気
工
事

組
合
連
合
会
の
第
55
回

通
常
総
会
が
６
月
16
日

㈬
、
仙
台
電
気
工
事
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
２
０
２

０
年
度
事
業
報
告
、
２

０
２
１
年
度
事
業
計
画

案
等
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ

れ
全
て
可
決
確
定
さ
れ

た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
、
当
組
合

の
平
野
喜
嗣
理
事
長
が

東
北
七
県
電
工
連
理
事

長
に
就
任
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立

ち
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
対
面
）

に
よ
る
、
東
北
電
力
㈱

生
活
提
案
部
及
び
（
一

財
）
東
北
電
気
保
安
協

会
と
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。

支部トピックス

花巻支部

Ｓ
Ｌ
銀
河
ふ
た
た
び

　
約
１
年
の
点
検
整
備

を
終
え
て
、
こ
の
夏
Ｓ

Ｌ
銀
河
が
復
活
し
ま

す
。

　
使
用
車
両
は
Ｃ
５
８

型
２
３
９
号
機
＋
キ
ハ

１
４
１
系
４
両
（
全
車

指
定
席
）、
定
員
は
１

７
６
名
。

　
運
転
日
は
８
月
21
日

か
ら
土
日
を
中
心
に
９

月
ま
で
予
定
さ
れ
て
い

ら
「
花
巻
温
泉
郷
」
が

特
別
賞
で
あ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
賞
は
、
選

考
委
員
会
に
よ
り
投
票

と
は
切
り
分
け
て
選
出

さ
れ
、
特
に
顕
著
な
取

組
み
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
温

泉
活
性
化
に
向
け
た
施

策
等
を
実
施
し
て
い
る

温
泉
地
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。「
花

巻
温
泉
郷
」
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
を
は
じ

め
と
す
る
、
安
心
安
全

な
温
泉
地
づ
く
り
に
対

す
る
取
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
染
症
拡
大

防
止
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
は
盛
岡
支
部
）

ま
す
。（
10
月
以
降
は

決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
で
通

知
さ
れ
ま
す
。）

　
ま
た
今
年
、
初
回
運

転
の
８
月
21
日
の
往
路

は
盛
岡
駅
始
発
で
運
転

を
行
い
、
普
段
は
回
送

と
な
る
盛
岡
〜
花
巻
間

も
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ち
な
み
に
現
在
の
在

来
線
盛
岡
〜
花
巻
間
の

所
要
時
間
は
約
30
〜
40

分
で
す
が
、
Ｓ
Ｌ
銀
河

は
風
情
の
あ
る
約
２
時

間
の
長
旅
と
な
り
ま

す
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
花
巻
市
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

中
止
や
規
模
縮
小
開
催

の
お
知
ら
せ
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
旅
し
て
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

主
催
の
「
温
泉
総
選
挙

２
０
２
０
」に
お
い
て
、

数
あ
る
温
泉
地
の
中
か

　
７
月
16
日
㈮
岩
手
電

気
工
事
会
館
で
組
合
三

役
・
支
部
長
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
会
議
冒
頭

平
野
理
事
長
は
、「
震

災
後
10
年
皆
様
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

う
が
、
新
規
組
合
員
加

入
に
向
け
た
取
組
は
継

続
的
に
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
女
性
部
の

設
立
に
つ
い
て
も
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
続
い
て
浅
沼
委

員
長
が
「
加
入
促
進
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
る
。
本
日

は
、皆
様
と
情
報
共
有
・

情
報
交
換
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
会
議
で
は
、
６
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
加
入

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
、
加
入
対
象
事

業
所
と
し
て
全
支
部
か

ら
30
事
業
所
が
選
定
さ

れ
、
取
組
状
況
等
に
つ

い
て
各
支
部
か
ら
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　
既
に
加
入
届
の
提
出

が
あ
っ
た
支
部
や
今
後

加
入
が
見
込
ま
れ
る
支

部
か
ら
の
報
告
も
あ

り
、
着
実
に
活
動
成
果

が
表
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
組
合
加
入
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
組

合
員
等
に
対
し
未
加
入

事
業
所
の
情
報
提
供
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
だ
け

で
な
く
継
続
的
な
取
組

み
を
進
め
て
行
く
こ
と

と
し
た
。

組
合
三
役・支
部
長
会
議
開
催

　
組
合
青
年
部
の
第
30

回
通
常
総
会
が
、
６
月

11
日
㈮
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
コ
ロ

ナ
対
策
を
と
り
な
が
ら
、

多
く
の
部
員
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
２

年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
書
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
の
事
業
計
画

案
及
び
予
算
案
等
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ

れ
、
満
場
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

　
２
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
役
員
の
改
選
も
行
わ

れ
、
北
上
電
工
の
千
葉

政
芳
氏
が
部
長
に
選
任

さ
れ
た
ほ
か
、
新
役
員

が
決
定
し
た
。

組
合
加
入
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

進
捗
状
況
な
ど
報
告

東北七県電気工事組合連合会

第55回通常総会 開催
七県トップに平野理事長就任

組合青年部第30回通常総会

今年度事業を承認

新部長に千葉政芳氏選任

浅沼委員長千葉政芳新部長

左から　黒渕副部長、高宮副部長、岩舘副部長、
千葉部長、佐藤監事、高橋監事、佐々木専務理事

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第5地割315番
  TEL（019）697－ 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711
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全
日
電
工
連
よ
り
電

気
使
用
安
全
月
間
計
画

に
基
づ
き
、
今
年
度
も

「
地
域
社
会
に
向
け
た

電
気
に
関
す
る
基
礎
知

識
の
普
及
活
動
」と「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た

活
動
」
を
取
り
入
れ
た

運
動
の
推
進
に
つ
い
て

要
請
が
あ
っ
た
。

　
各
支
部
で
は
、
地
域

の
実
情
に
適
し
た
活
動

（
相
談
所
の
設
置
、
サ

　
電
気
工
事
組
合
と
電

業
協
会
と
の
共
同
事
業

の
「
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０

２
１
in
岩
手
」
は
、
８

月
６
日
14
時
20
分
か
ら

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

グ
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

開
催
す
る
。
会
場
で
の

参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
介
し
て
参
加

可
能
と
な
る
。

　
本
年
度
は
組
合
の
担

当
と
な
っ
て
い
る
。

　
㈱
知
好
楽
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
取
締
役
社
長

の
岩
永
武
大
氏
が
「
Ｉ

Ｔ
導
入
補
助
金
採
択
の

秘
訣
セ
ミ
ナ
ー
」＆「
今

さ
ら
聞
け
な
い
Ｄ
Ｘ
セ

ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
基

調
講
演
す
る
ほ
か
、
㈱

オ
リ
ー
ズ
デ
ザ
イ
ン　

代
表
取
締
役
岡
崎
理
枝

子
氏
が
「
今
さ
ら
聞
け

な
い
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」

と
題
し
て
Ｄ
Ｘ
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
休

憩
時
間
内
に
は
最

新
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
＆

サ
ー
ビ
ス
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
申
込
は
組
合
事

務
局
（
０
１
９
―

６
５
６
―
３
２
５

５
）
ま
で
。

ー
ビ
ス
訪
問
、
Ｐ
Ｒ
活

動
、
電
気
工
事
士
に
関

す
る
各
種
研
修
・
講
習

の
開
催
等
）
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
依
頼
す
る
と

と
も
に
「
感
震
装
置
・

避
雷
器
の
取
り
付
け
推

進
」
に
協
力
要
請
が
な

さ
れ
た
。

　
な
お
、
活
動
に
際
し

て
は
、
三
密
を
避
け
る

等
の
感
染
拡
大
防
止
対

策
の
徹
底
を
要
請
し
た
。

電気使用安全月間運動
各支部で活動展開を

県内工業系高校等への支援事業

電線寄贈、今年度も実施
　
今
年
で
13
回
目
を
迎

え
る
県
内
工
業
系
高
校

等
に
対
す
る
支
援
事
業

は
、
今
回
も
協
会
と
組

合
の
共
同
事
業
と
し
て

各
支
部
に
お
い
て
実

施
。
各
支
部
長
が
主
体

と
な
っ
て
、
各
支
部
内

工
業
高
校
等
の
担
当
教

諭
と
内
容
等
を
協
議

し
、
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

〈花巻・北上支部〉
６月24日㈭　黒沢尻工業高校

〈奥州・水沢支部〉
６月28日㈪　水沢工業高校

〈奥州・水沢支部〉
７月１日㈭　岩手県産業技術短期大学校

〈一関支部〉
７月７日㈬　一関工業高校

〈一関支部〉　　　　
７月13日㈫　千厩高校

〈宮古支部〉
７月12日㈪　宮古商工高校

〈久慈支部〉
６月23日㈬　久慈工業高校

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
in
岩
手

今
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

会場＆Zoom

８月１日～31日Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア

今
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

今
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

組
合

協
会 

共
通
だ
よ
り

本　　　社　盛岡市開運橋通４－10 TEL 019－653－2211㈹
本社業務地　紫波郡矢巾町流通センター TEL 019－637－2323㈹
営　業　所　盛岡・盛岡北・花巻・北上・水沢・一関・宮古・釜石・大船渡・

八戸・青森・秋田・鹿角・仙台・石巻・気仙沼・古川

株式会社 岩　　　電

電材流通の責務に徹して

電気・設備　総合卸商社

電気設備材料　住宅設備材料　家電機器　床暖房システム　重電機器
情報通信機器　防災設備機器　制御機器　空調設備機器　配電盤製作

取　　扱　　商　　品

ISO9001：2000　認証取得（本社・工場・仙台支店）

古川電気工業株式会社
本社 ･ 工場 ： 〒983-0034　仙台市宮城野区扇町二丁目１番10号
  TEL 022-236-6031㈹　FAX 022-236-7030
北日本支店 : 〒020-0816　盛岡市中野一丁目17-7
  TEL 019-623-6421㈹　FAX 019-624-1536
支店･営業所 ： 仙台・郡山・東京・横浜・システム事業部・栃木
   川崎・大阪・名古屋・札幌
  URL：http://www.furukawa-denki.com 

「人間の暮らしを豊かにする」をテーマに人々の暮らしに
役立ち社会に貢献し信頼を得て発展する企業を目指します。

＝受配電盤 /制御システム /Lon Works Ⓡ＝
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１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

第
二
次
検
定
受
験
準
備
講
習
会
の

　
お
知
ら
せ
●
●
●

　

　
建
設
業
振
興
基
金
は

16
日
、
令
和
３
年
度
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理

技
術
検
定
第
一
次
検
定

の
合
格
者
を
発
表
。
一

次
検
定
の
全
国
の
合
格

率
は
53
・
３
％
だ
っ
た
。

１
級
の
合
格
発
表
は
、

技
術
検
定
改
正
後
初
め

て
。

　
な
お
、
当
会
で
実
施

し
た
受
験
準
備
講
習
会

参
加
者
の
合
格
率
は

57
・
１
％
。
合
格
者
は

10
月
17
日
に
行
わ
れ
る

第
二
次
検
定
を
受
験
す

る
こ
と
と
な
る
。

　
当
会
で
は
第
二
次
検

定
に
向
け
た
受
験
準
備

講
習
会
を
９
月
14
日
〜

16
日
の
３
日
間
、
盛
岡

市
の
建
設
研
修
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
。
講
師

は
イ
ー
ハ
ー
ド
プ
ラ
ン

人
材
活
性
化
セ
ン
タ

ー
代
表 

鷲
眼
智
春
氏
。

定
員
18
名
先
着
順
。
お

申
し
込
み
及
び
お
問
い

合
わ
せ
は
当
会
事
務
局

ま
で
。

　
県
電
業
協
会
（
太
田

喜
直
会
長
）
が
主
催
す

る
第
15
回
公
益
目
的
事

業
講
演
会
が
６
月
15

日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用

し
た
リ
モ
ー
ト
形
式
で

開
か
れ
た
。

　
建
設
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
家
入
龍
太
氏

が
講
師
を
務
め
、
建
設

業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
化
や

建
設
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
豊
富
な
実
例

を
用
い
な
が
ら
解
説
し

た
。

　
家
入
氏
は
「
コ
ロ
ナ

禍
は
Ｄ
Ｘ
へ
の
チ
ャ
ン

ス
！
建
設
業
は
こ
う
変

わ
る
」と
題
し
て
講
演
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
建
設
業
の
課
題
、

建
設
業
に
お
け
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
手
法
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
や
３
Ｄ
を
起
点
と
し

た
建
設
Ｄ
Ｘ
、
建
設
業

の
製
造
業
化
な
ど
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
家
入
氏
は

「
移
動
の
無
駄
が
削
減

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用
で
リ
モ
ー
ト
形
式

家
入
龍
太
氏
を
講
師
に
開
催

第
15
回
公
益
目
的
事
業
講
演
会

　
協
会
で
は
、
会
員
企

業
が
雇
用
す
る
技
術
者

等
の
現
状
把
握
に
向
け

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
結
果
を
ま
と

め
た
。

　
有
効
回
答
64
社
の
状

況
を
見
る
と
、
給
与
形

態
で
は
月
給
制
を
採
用

し
て
い
る
企
業
が
８
割

を
超
え
、
休
日
に
つ
い

て
は
５
割
弱
が
４
週
６

休
で
あ
る
ほ
か
、
４
週

８
休
を
採
用
す
る
企
業

の
割
合
が
上
昇
し
、
完

全
週
休
２
日
を
採
用
し

て
い
る
企
業
の
割
合
が

倍
増
す
る
な
ど
、
調
査

を
開
始
し
た
19
年
と
比

較
す
る
と
、
技
術
者
の

雇
用
形
態
の
改
善
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
士
の
高

年
齢
化
が
進
む
一
方

で
、
新
規
入
職
者
は
工

業
高
校
の
電
気
科
以
外

に
も
門
戸
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
全
社
員
に
占
め
る
技

術
職
の
割
合
は
72
％

で
、
主
な
内
訳
は
１
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技

士
が
37
％
、
２
級
電
気

工
事
施
工
管
理
技
士
が

12
％
、
登
録
基
幹
技
能

士
が
19
％
。
前
年
度
と

の
比
較
で
は
、
１
級
が

横
ば
い
、
２
級
が
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
、
登
録
基

幹
技
能
士
が
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。

　
１
級
の
資
格
保
有
者

の
年
齢
構
成
比
を
見
る

と
、
40
代
が
27
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
50
代

が
24
％
、60
代
が
23
％
、

30
代
が
13
％
な
ど
。
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、

60
代
以
上
と
70
代
以
上

が
そ
れ
ぞ
れ
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。
１
級
に

50
代
以
上
が
占
め
る
割

合
は
57
％
で
前
年
度
を

９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

主
力
と
な
る
技
術
者
の

高
年
齢
化
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
。

　
21
年
度
の
新
入
社
員

に
つ
い
て
、
回
答
が
あ

っ
た
の
は
17
社
。
新
入

社
員
の
内
訳
を
見
る

と
、
工
業
高
校
電
気
科

の
男
性
が
73
％
で
、
前

年
度
を
８
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
。
た
だ
し
、
電

気
科
以
外
の
男
性
が
８

％
、
普
通
高
校
卒
の
男

性
が
12
％
と
そ
れ
ぞ
れ

前
年
度
を
８
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
。
大
学
卒
の

男
性
は
前
年
度
か
ら
横

ば
い
の
８
％
だ
っ
た
。

　
給
与
体
系
（
事
務
職

を
含
む
な
ど
複
数
回
答

あ
り
）
は
、「
月
給
」

が
最
も
高
く
81
％
。「
日

給
月
給
」
は
25
％
だ
っ

た
。
月
給
と
回
答
し
た

割
合
は
、19
年
度
66
％
、

20
年
度
78
％
と
上
昇
傾

向
を
続
け
て
い
る
。

　
休
日
（
事
務
職
を
含

む
な
ど
複
数
回
答
あ

り
）
は
、「
４
週
６
休
」

が
最
も
多
く
47
％
。
次

い
で
「
完
全
週
休
２

日
」
16
％
、「
４
週
８

休
」８
％
、「
４
週
５
休
」

６
％
な
ど
。
前
年
度
と

の
比
較
で
は
「
４
週
８

休
」
は
５
ポ
イ
ン
ト
上

昇
、「
完
全
週
休
２
日
」

は
横
ば
い
だ
っ
た
が
、

調
査
を
開
始
し
た
19
年

度
と
比
べ
る
と
、
と
も

に
大
き
く
上
昇
し
て
い

る
。

　
技
術
職
社
員
の
有
給

休
暇
５
日
以
上
の
取
得

　
当
会
主
催
の
技
術
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
が

８
月
31
日
㈫
13
時
30
分

よ
り
、
盛
岡
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
マ
リ
オ
ス
で

開
催
さ
れ
る
。

　
今
回
の
講
習
会
は
、

初
級
技
術
者
対
象
に

「
新
人
教
育
―
電
気
設

備
」
に
つ
い
て
、
当
会

上
部
団
体
で
あ
る
（
一

社
）
日
本
電
設
工
業
協

か
ら
講
師
を
派
遣
し
て

い
た
だ
き
行
う
も
の
。

　
電
気
設
備
概
論
の
ほ

か
、
新
人
技
術
者
の
業

務
の
基
礎
と
な
る
設

計
、
積
算
、
施
工
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
や

必
要
不
可
欠
な
法
令
な

ど
を
解
説
す
る
。
定
員

は
30
名
先
着
順
。
お
申

し
込
み
及
び
お
問
い
合

わ
せ
は
当
会
事
務
局
ま

で
。

技術スキルアップ講習会
＝８月31日開催＝

新人教育―電気設備について

お知らせ

率
は
、「
90
％
以
上
」

が
70
％
と
最
も
高
く
、

前
回
調
査
を
９
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。
次
い
で

「
70
〜
90
％
」
が
24
％

な
ど
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
「
既
に
対
応
」
が

61
％
、「
対
応
予
定
」

34
％
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

　
協
会
の
千
田
新
一
専

務
理
事
は
「
技
術
職
の

高
齢
化
が
進
む
一
方

で
、
工
業
高
校
の
電
気

科
以
外
か
ら
の
入
職
者

が
増
え
て
い
る
。
少
子

化
が
進
む
中
に
あ
っ
て

業
界
と
し
て
は
嬉
し
い

こ
と
」
と
、
入
職
者
の

裾
野
が
広
が
っ
て
い
る

点
を
評
価
。「
今
後
は

電
気
科
に
限
定
し
な
い

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
や
、
出
前
授

業
の
実
施
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
、
事
業
を
行

い
た
い
」と
展
望
す
る
。

　
４
週
８
休
や
完
全
週

休
２
日
を
採
用
す
る
企

業
が
増
加
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
は
「
会
員
企

業
の
多
く
が
働
き
方
改

革
関
連
法
に
対
応
す
る

よ
う
、
従
業
員
の
働
き

方
を
見
直
し
つ
つ
あ
る

結
果
と
思
わ
れ
る
」
と

分
析
。
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
を
通
じ
て
幅
広

い
若
年
入
職
者
の
促
進

を
図
り
、
電
気
工
事
業

界
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
考
え
を
示

し
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
が
一
番
大

き
い
」
と
し
て
、
施
工

管
理
や
実
際
の
施
工
に

お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の

手
法
を
提
示
。

　
３
６
０
度
カ
メ
ラ
や

３
Ｄ
赤
外
線
カ
メ
ラ
、

Ａ
Ｒ
グ
ラ
ス
な
ど
の
活

用
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
「
従
来
は
現
場
に
入

れ
な
か
っ
た
人
た
ち

が
、
建
設
業
で
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
と
展
望
し
た
。

会員企業へ技術者等アンケート

４週８休の割合上昇
１級資格者は高齢化

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

くらしに明るい未来を創造する

本社 / 宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-13
岩沼本社 / 宮城県岩沼市押分字南谷地 86-5
TEL:0223-25-6701 FAX:0223-23-7401

盛岡営業所・花巻営業所・水沢営業所・大船渡営業所

【取扱商品】
電気設備資材　ＬＥＤ照明器具　住宅設備 / 建材　空調設備機器

太陽光発電システム　省エネ設備機器　通信設備機器　防犯設備機器

《自家用電気設備の保安管理を承ります》

※高圧で受電する施設の全般

※総出力２０００kw未満の発電施設の全般

まかせて安心、 電気保安のパートナー

一般社団法人　東北電気管理技術者協会
協会ホームページ　http://www.eme-tohoku.com/

岩手県支部  事務局／滝沢市穴口 275-11

TEL 019-613-2728　FAX 019-641-9428

連絡所／盛岡市・二戸市・花巻市・奥州市・一関市・久慈市・宮古市・釜石市・大船渡市

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所


